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に変わりは無い）。やがて、言語が変わっていくこと、
言語変容に漠然と興味をもつようになった。ロシア語
だけではなく、ロシア語圏で話されている別の言語に
興味が向くようになっていった。ロシア語で優等でな
かったのを、別の言語で挽回しようと思った訳でもな
いが、おしゃべりで、人との接触に躊躇があまりない
性格であることもあってか、そうだ、言語の接触の点
から、言語変容を考えてみるのはどうだろうか、面白
いのではないか、ブロークンでも、ロシア語という武
器があるし、そもそも、ブロークンでも言葉の壁を何
とかしようとおもう気持ちから、きっと、かつてのシ
ベリアの人々は、ロシア人と、また、その他の自らと
は異なる系統の言語を話す人々と意志の疎通を図るこ
とが出来たのではないかしら。
　という訳で、現在は、シベリアの少数民族言語の中
のチュルク系言語であるヤクート語（サハ語とも言う。
話者人口は45万人程度）や、更に小言語であるヤクー
ト語から分岐したドルガン語の研究をしている。これ
らの言語は、中央アジアの諸国の主要言語として上に
述べたチュルク系諸語と同系統である。どのようにし
て、遠くシベリアの地にチュルク系言語話者がたどり
着いたのか、シベリアに至るまでに、ツングース系言
語やモンゴル系言語とも接触している痕跡らしきもの
が文法や語彙に見いだせることもある。
　シベリアの言語には、これらの、チュルク、ツン
グース、モンゴル諸語を集めた言語の一大グループと
してアルタイ諸語と称される諸言語や、フィンラン
ド語などと同系統のウラル系諸言語やサモエード系
諸言語、また、古シベリア諸語と称されて、文字通
り、様々な言語話者がシベリアの地に到着する以前に
この地に先住していた人々の言語もある。例えば、ユ
カギール語、ニブフ語、イテリメン語、エスキモー語
等々、言語系統的には不明の言語群も分布している。
そして、その全体に大言語としてソ連邦時代のロシア
語教育を背景にロシア語が併用状態をなしている。少
数とはいえ45万人の話者数を持ち、かつてソ連邦内で
ヤクート社会主義自治共和国の主要言語であったヤ
クート語を除くとシベリアの言語は、軒並み勢力を失
い、その存続が危うくなっている。言語を研究する者
としては、話者自らがその言語の保持を望む限り、言
語が保持されて欲しいと思うが、今やシベリアの少数
民族言語の大半は看取りの段階にある。
　言語学研究の分野では、20世紀末から、ロシア語圏
に限らず少数民族言語研究が盛んになり、消滅の危機
に瀕している言語データの記録ということに大変なエ
ネルギーが割かれて来た。また、言語復興の試みも一
部ではされてきた。しかし、私がここ数年主な研究対
象としてきた極北の小言語ドルガン語は「瀕死」の状
態にあり、この言語を如何に看取っていくかという段
階に、達している。ソ連邦崩壊により、それまでのト
ナカイ飼育や狩猟などの地場産業への国家からのサ
ポートがなくなった後、 1世代ほどの短期間に急速に
民族言語の使用が衰え、大言語に言語コミュニティが
移行している。言語の消滅を目の当たりにして、その
消滅は具体的にどこからどのように始まるのか、そし
て、どうやって最期を迎えるのか、そこに在るメカニ
ズムを言語生態の中で探ることを近年のテーマとして
いる。
　看護大学にいるから、「看取り」ということを意識
し出したのかもしれない。短絡的に過ぎるような気も
するが、言語は変容することは避けられない。何を
きっかけに言語が使われなくなっていくのか、どのよ
うなプロセスを通過していくのか、冷静にその言語の
最期を看取ることも言語研究の対象となってもいいの
ではないかと思っている。一方で、人間の方が死に瀕
した時に使用する言語のあり方についても、興味は尽
きず、現在、大言語であるロシア語と民族言語のバイ
リンガルの話者は人を看取る時あるいは看取られる時
にどのように言語を切り替えているのか、その切り替
えの動機は、やはり消滅していく言語を看取る上で大
きなヒントを与えてくれるではないかと期待している。
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